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Ⅰ 令和６年度一般会計決算概要 

令和６年度における当組合一般会計の決算は、前年度の決算と比べ歳出は９，

２６８万９千円の増であった。これは主に人事院勧告による人件費の増や公共施

設等個別施設計画策定業務委託事業、亘理葬祭場耐震診断業務委託事業など、庁

舎施設の維持管理として実施した事業費の増によるものである。 

歳出の主な内容としては、義務的経費が歳出額の８２．６％を占めた。投資的

経費では、普通建設事業費において当組合車両更新計画に基づき、岩沼消防署資

機材搬送車等を更新したものの、亘理消防署山元分署及び亘理葬祭場災害復旧工

事の完了に伴い、前年度に対して３９７万６千円の減となった。その他の経費で

は、庁舎施設の老朽化などによる物件費や維持補修費の増加により、１，７８５

万６千円の増となった。 

総務管理費では、公共施設等の管理に関する中長期的な施設整備の具体的方針・

計画となる公共施設等個別施設計画を策定し、庁舎施設の維持管理に努めた。ま

た、消防力の維持と効率化を図るため、現時点における消防力の運用効果と消防

署所の適正配置について調査した。 

葬祭業務では、供用開始から５０年を経過した亘理葬祭場の耐震性能について

調査したほか、火葬炉設備の維持修繕及び霊台車交換工事を行い、施設・設備の

維持管理に努めた。 

消防業務では、岩沼消防署資機材搬送車、岩沼消防署指揮２号車及び岩沼消防

署連絡３号車を更新するとともに、消防業務の情報を管理する消防情報管理装置

を部分更新するなど、より効率的な消防体制のもと、地域住民の負託にこたえら

れるよう整備を行った。 

１ 決算収支 

令和６年度決算規模は、一般会計歳入歳出予算総額１４億３，５４９万７千円

に対し、歳入決算額１４億３，５７１万６千円（対前年度比１０６．０％）、歳

出決算額１４億１，７９５万４千円（対前年度比１０７．０％）、歳入歳出差引

額は１，７７６万２千円となった。 

実質収支は、歳入歳出差引額と同じ１，７７６万２千円となり、そのうち、地

方自治法第２３３条の２の規定により、財政調整基金へ１，５１７万８千円、亘

理葬祭場施設整備基金へ１５８万４千円を積立てし、残額１００万円を令和７

年度に繰り越すこととした。 

（単位：千円）  

区  分  

歳入総額  

(A) 

歳出総額  

(B) 

歳入歳出  

差  引  額  

(A)－ (B) 

(C) 

翌年度に繰り

越すべき財源 

(D) 

実質収支  

(C)－ (D) 

(E) 

歳計剰余金

積立  

純繰越金  

令 和 ６ 年 度 1,435,716 1,417,954 17,762 0 17,762 16,762 1,000 

令 和 ５ 年 度 1,353,909 1,325,265 28,644 0 28,644 27,643 1,001 
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Ⅱ 令和６年度款別決算表 

１ 歳  入 

  （単位：円・％）  

科   目 予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 

欠損額  

収 入 

未済額  

予 算 額 に 

対する収入 

増 減 額 

収入割合（％）  

予算率  調定率  構成比  

1 
分 担 金 
及び負担金 

1,373,916,000 1,374,033,980 1,374,033,980 0 0 117,980 100.0 100.0 95.7 

2 
使 用 料 
及び手数料 1,892,000 1,977,770 1,977,770 0 0 85,770 104.5 100.0 0.1 

3 県支出金  89,000 89,265 89,265 0 0 265 100.3 100.0 0.0 

4 財産収入  10,000 10,762 10,762 0 0 762 107.6 100.0 0.0 

5 繰 入 金 18,590,000 18,590,000 18,590,000 0 0 0 100.0 100.0 1.3 

6 繰 越 金 1,000,000 1,000,908 1,000,908 0 0 908 100.1 100.0 0.1 

7 諸 収 入 1,800,000 1,814,100 1,814,100 0 0 14,100 100.8 100.0 0.1 

8 組 合 債 38,200,000 38,200,000 38,200,000 0 0 0 100.0 100.0 2.7 

合   計 1,435,497,000 1,435,716,785 1,435,716,785 0 0 219,785 100.0 100.0 100.0 

２ 歳 出 

（単位：円・％）  

科 目 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額  執行割合（％）  構成比（％）  

1 議 会 費  2,111,000 2,006,328 104,672 95.0 0.1 

2 総 務 費  129,560,000 127,734,594 1,825,406 98.6 9.0 

3 衛 生 費  42,109,000 40,591,320 1,517,680 96.4 2.9 

4 消 防 費  1,118,726,000 1,105,631,745 13,094,255 98.8 78.0 

5 公 債 費  141,991,000 141,990,369 631 99.9 10.0 

6 予 備 費  1,000,000 0 1,000,000 00.0 0.0 

合 計 1,435,497,000 1,417,954,356 17,542,644 98.8 100.0 
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Ⅲ 四半期ごとの収支及び予算執行状況 

１ 歳 入 

（単位：円・％）  

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期 間 
合   計  

予 算 額 1,420,113,000 1,420,113,000 1,426,971,000 1,435,497,000 1,435,497,000 

1 
分 担 金 

及び負担金  
675,176,235 337,034,000 339,988,835 0 21,834,910 1,374,033,980 

2 
使 用 料 

及び手 数 料 
323,660 487,760 661,000 505,350 0 1,977,770 

3 県 支 出 金 0 89,265 0 0 0 89,265 

4 財 産 収 入 0 0 0 10,762 0 10,762 

5 繰 入 金 0 0 0 18,590,000 0 18,590,000 

6 繰 越 金 1,000,908 0 0 0 0 1,000,908 

7 諸 収 入 126,390 159,049 1,159,847 291,331 77,483 1,814,100 

8 組 合 債 0 0 0 24,200,000 14,000,000 38,200,000 

合    計  676,627,193 337,770,074 341,809,682 43,597,443 35,912,393 1,435,716,785 

歳入累計（A）  676,627,193 1,014,397,267 1,356,206,949 1,399,804,392 1,435,716,785 

予 算 に対 する 
収入割合 (％ ) 

47.6 71.4 95.0 97.5 100.0 

２ 歳 出 

（単位：円・％）  

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期 間 
合   計  

予 算 額 1,420,113,000 1,420,113,000 1,426,971,000 1,435,497,000 1,435,497,000 

1 議 会 費 214,128 0 1,335,950 404,000 52,250 2,006,328 

2 総 務 費 20,947,071 15,685,506 23,023,461 49,375,995 18,702,561 127,734,594 

3 衛 生 費 6,435,532 6,401,908 13,625,377 12,622,206 1,506,297 40,591,320 

4 消 防 費 289,173,942 192,769,526 302,809,176 265,465,333 55,413,768 1,105,631,745 

5 公 債 費 0 70,997,658 0 70,992,711 0 141,990,369 

6 予 備 費 0 0 0 0 0 0 

合    計  316,770,673 285,854,598 340,793,964 398,860,245 75,674,876 1,417,954,356 

歳出累 計（Ｂ）  316,770,673 602,625,271 943,419,235 1,342,279,480 1,417,954,356 

予 算 執 行 
割 合 （ ％ ） 

22.3 42.4 66.1 93.5 98.8 

公金現在高  
(Ａ ) －  (Ｂ ) 

359,856,520 411,771,996 412,787,714 57,524,912 17,762,429 
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Ⅳ 性質別歳出内訳表 
（単位：千円・％）  

区  分 

令和６年度  令和５年度  

決 算 額 
構 成 比 

（％）  

前年比較 

増 減 額 

前年対比  

（％）  
決 算 額 

構 成 比 

（％）  

前年比較 

増 減 額 

前年対比  

（％）  

義務的経費  1,171,648 82.6 78,809 107.2 1,092,839 82.5 △20,078 98.2 

人 件 費 1,014,983 71.6 73,411 107.8 941,572 71.1 △25,872 97.3 

扶 助 費 14,675 1.0 4,280 141.2 10,395 0.8 610 106.2 

公 債 費 141,990 10.0 1,118 100.8 140,872 10.6 5,184 103.8 

投資的経費  55,710 3.9 △3,976 93.3 59,686 4.5 15,369 134.7 

普通建設

事 業 費 
55,710 3.9 △3,976 93.3 59,686 4.5 15,369 134.7 

うち補助  

事業費  
0 0.0 0 0 0.0 0.0 0 0.0 

うち単独  

事業費  
55,710 3.9 △3,976 93.3 59,686 4.5 15,369 134.7 

その他の経費  190,596 13.5 17,856 110.3 172,740 13.0 16,163 110.3 

物 件 費 141,477 10.0 10,265 107.8 131,212 9.9 △2,257 98.3 

補助費等 13,109 0.9 45 100.3 13,064 1.0 2,471 123.3 

積 立 金 25,010 1.8 9 100.0 25,001 1.9 25,000 2,500,100.0 

維 持 

補 修 費 
11,000 0.8 7,537 317.6 3,463 0.2 △9,051 27.7 

合  計 1,417,954 100.0 92,689 107.0 1,325,265 100.0 11,454 100.9 

Ⅴ 地方債現在高調 

（単位：千円）  

区   分 
令 和 ５ 年 度 末 

現 在 高 

令 和 ６ 年 度 

借   入   額 

令 和 ６ 年 度  

償 還 元 金 額 
差引現在高 

組 合 債 505,276 38,200 141,810 401,666 

合   計 505,276 38,200 141,810 401,666 
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令和６年度 亘理地区行政事務組合一般会計決算額 

 

 

 

 

議会費 2,006 (0.1%)

総務費 127,735 (9.0%)

衛生費

40,591 

(2.9%)

消防費

1,105,632 

(78.0%)

公債費 141,990 (10.0%) 予備費 0 (0.0%)

【歳 出】

歳出決算額

1,417,954

（千円）

分担金及び負担金

1,374,034 (95.7%)

使用料及び手数料

1,978 (0.1%)

財産収入 10 (0.0%)

繰入金 18,590 (1.3%)

繰越金 1,001 (0.1%)

諸収入 1,814 (0.1%)

県支出金 89 (0.0%)

組合債 38,200 (2.7%)

自主財源

1,397,427 

(97.3%)

依存財源

38,289 

(2.7%)

【歳 入】

歳入決算額

1,435,716

（千円）

亘理町(衛生費)

27,460 (2.0%)

山元町(衛生費)

13,636 (1.0%)

亘理町(消防費)

531,552 (38.9%)

山元町(消防費)

251,133 (18.4 %)

岩沼市(消防費)

541,171 (39.7 %)

衛生費分担金

41,096 

(3.0%)

消防費分担金

1,323,856 

(97.0%)

【分担金の割合】

構成市町

分担金

1,364,952

（千円）

人件費

1,014,983

(71.6%)

扶助費 14,675 (1.0%)公債費 141,990 (10.0%)

普通建設事業費

55,710 (3.9%)

物件費 141,477 (10.0%)

補助費等 13,109 (0.9%) 積立金 25,010 (1.8%)

維持補修費 11,000 (0.8%)

義務的経費

1,171,648

(82.6%)

投資的経費

55,710 (3.9%)

その他の経費

190,596

(13.5%)

【性質別決算内訳】

歳出決算額

1,417,954

（千円）
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 

Ⅵ 一般会計の状況 

⑴ 定例会及び臨時会

 議会の開催状況 
議 会 審 議 状 況 

管理者提 出 議 員 提 出 

区

分

招

集

開

催

会
期
延
日
数 

会
議
延
日
数 

審

議

件

数

原

案

可

決

修

正

可

決

否

決

撤

回

審

議

件

数

原

案

可

決

修

正

可

決

否

決

撤

回

定

例 
２  ２  ２  ９  ９  ２  ２  

臨

時 
２  ２  ２  ５  ５  

⑵ 調査及び活動研修

先進地視察調査（１１月６日～１１月８日）

【調査地】山形県酒田市：（酒田地区広域行政組合消防本部）

（酒田市役所八幡総合支所） 

秋田県仙北郡美郷町：（大曲仙北広域市町村圏組合南部斎場） 

福島県喜多方市：（喜多方地方広域市町村圏組合消防本部） 

【事 項】酒  田 市：最新消防庁舎の建設状況 

豪雨災害被害地区の災害対応 

仙北郡美郷町：最新火葬施設の建設状況 

喜 多 方 市：最新消防庁舎の建設状況  

１款 

１  議会費 

2,006 

１  議会の状況  

2,006 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 ⑴ 総務事業

ア 職員の健康診査

職員の健康状態を把握して業務に起因する健康障害を未然に防

止するとともに、病気の早期発見・早期治療や再発防止、健康増

進のため、各種健康診査を行った。 

健 診 名 受診者数 実 施 月 備考 

定期健診 
(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査） 

（１０３人）  

（１０２人）  
６月 

人間ドック 
(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査） 

（ ３３人）  

（２０人）  
６月～７月  

共済組合 

助成事業 
脳ドック １２人 ６月 

ストレスチェック １３８人 ７月 

イ 職員研修

社会情勢の変化や多様化する住民ニーズに対応できる職員の育成

に向けて、階層別研修をはじめ各種研修に受講者を派遣した。 

研 修 名 受講者数 場  所 

一般職員研修Ⅱ ２人 県市町村職員研修所 

監督者研修Ⅰ ２人 〃 

管理者研修Ⅰ ３人 〃 

契約事務研修 ２人 〃 

条例・規則作成研修 ６人 〃 

コミュニケーション研修 １人 〃 

クレーム対応研修 ２人 〃 

タイムマネジメント研修 １人 〃 

コーチング研修 １人 〃 

危機管理コース ２人 〃 

マスメディア対応コース ２人 〃 

ハラスメント防止指導者養成研修 ２人 〃 

接遇研修指導者養成研修 １人 〃 

給与制度研修会 ２人 〃 

行政課題研修Ⅰ １人 宮城県自治会館 

女性活躍推進研修会 ２人 ＴＫＰガーデンシティ 

２款 

１  総務費 

127,735 

１  総務管理 

の状況 

127,568 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

ウ 組合ホームページ

組合議会、行財政の状況及び消防並びに葬祭業務に関する情報等

について、インターネットの持つ広域性、即時性及び双方向性を最

大限に活用し、組合の最新情報を積極的に提供した。 

エ 職員メンタルヘルス講座

職員一人ひとりが、メンタルヘルスに対する知識を身に付け、自

分だけではなく、職員間における対応を理解し、心身良好な職場環

境を築くことを目的として、メンタルヘルス講座を開催した。 

講  師：一般社団法人メンタルパイロテージジャパン 

オフィスろごす 久慈道 千津 氏

開催日程：令和６年９月１９・２０日 ９時～１０時３０分 

オ 情報セキュリティ研修会

組合が保有する情報資産を適切に保護するため、セキュリティに

関する基礎知識の習得とセキュリティ対策のスキル向上を目指し、

職員を講師とした教育研修を実施した。 

開催日程：令和６年１０月２５・２８日 ９時～１０時００分 

カ 消防力適正配置等調査業務委託事業

地域の現状や社会経済情勢、さらには財政負担等の視点を踏まえ

つつ、消防力の維持と効率化を図るため、現時点における消防力の

運用効果と消防署所の適正配置について調査した。 

キ 公共施設等個別施設計画策定業務委託事業

公共施設等の管理に関する基本的な考え方と整合を図りながら、

中長期的な施設整備の具体的方針・計画となる「個別施設計画（長

寿命化計画）」を策定した。 

ク 岩沼消防署給水用ポンプ修繕工事

老朽化により岩沼消防署給水用ポンプのコントローラユニット

に不具合が生じていることから、当該機器の交換工事を行った。 

ケ 岩沼消防署昇降機修繕工事

岩沼消防署昇降機設備を構成する、主ロープ、ドア開閉装置駆動

用ベルト等の更新推奨時期を迎えた主要部品の更新を行った。 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 ⑵ 主な支出

⑴ 監査の状況

最小の経費で最大の効果を上げるように事務・事業が執り行われて
いるか、公正な視点で監査及び審査を行った。 

ア 令和５年度亘理地区行政事務組合一般会計決算の審査

イ 令和６年度一般会計歳入歳出予算に関する事務の執行及び事業

の監査

⑵ 調査及び活動研修

先進地視察調査（１１月６日～１１月８日）

【調査地】山形県酒田市：（酒田地区広域行政組合消防本部）

（酒田市役所八幡総合支所） 

秋田県仙北郡美郷町：（大曲仙北広域市町村圏組合南部斎場） 

福島県喜多方市：（喜多方地方広域市町村圏組合消防本部） 

【事 項】酒  田 市：最新消防庁舎の建設状況 

豪雨災害被害地区の災害対応 

仙北郡美郷町：最新火葬施設の建設状況 

喜 多 方 市：最新消防庁舎の建設状況 

（単位：円）  

消防力適正配置等調査業務委託料 ４，５１０，０００  

公共施設等個別施設計画策定業務委託料 ３，９０５，０００  

ＩＣＴ端末等一式賃借料 ３，５９３，０４０  

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑ及び業務用ﾊﾟｿｺﾝ賃借料（再ﾘｰｽ） ２，７１５，６８０  

給与計算事務委託料 ２，３９８，４４０  

職員健康診断委託料 １，８９１，２２３  

財務書類作成支援業務委託料 １，６５０，０００  

岩沼消防署給水用ポンプ修繕工事 １，５６２，０００  

岩沼消防署昇降機修繕工事 １，５０７，２３１  

グループウェアシステム賃借料 １，４１２，４００  

複合機賃借料（岩沼） １，３０８，１２０  

複合機賃借料（亘理） １，３０１，５２０  

人事評価制度運用アドバイザリ業務委託料 １，２９３，６００  

岩沼消防署エアコン保守点検業務委託料 １，１７４，８００  

人事評価システム使用料 １，０８９，０００  

区 分 一 般 監 査 決 算 審 査 そ の 他 

回 数 ２  １  ０  

所要日数 ２  １  ０  

２  監査委員 

の状況 

167 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 

 

⑴ 葬祭場の管理状況

遺族及び利用者が心静かに故人の追悼ができるよう、環境及び設備

の整備等を行い施設保全に努めた。また、供用開始から５０年を経過

した亘理葬祭場の耐震性能について調査したほか、火葬炉設備の維持

修繕及び霊台車交換工事を行い、施設・設備の維持管理に努めた。 

葬祭場利用状況 （単位：件） 

区  分 Ｒ６年度 Ｒ５年度 増 減 

亘 理 町 ４０９  ３９６  １３  

山 元 町 ２１６  ２１４  ２  

他の市 町 ３７  ３１  ６  

合  計 ６６２  ６４１  ２１  

⑵ 主な支出

  （単位：円） 

亘理葬祭場耐震診断業務委託料 ６，４１３，０００  

火葬炉維持修繕及び霊台車交換工事 ６，１６０，０００  

燃料費（重油：火葬燃料） ４，２４３，８００  

３款 

衛生費 

40,591 

１  葬祭場 

の状況 

40,591 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 

 

⑴ 消防職員の研修状況

ア 宮城県消防学校入校

消防業務に必要な知識を段階的に習得するための教育を受講し

た。 

イ 消防大学校入校

警防業務に関する高度の知識及び技術を専門的に習得させると

ともに、教育指導者等としての資質を向上させるための教育を受講

した。 

教育課程 入校者数 

専科教育 警防科（第１１５期） １人 

ウ 救急救命士研修

救急救命士は、常に一定水準以上の高度な救急技術を求められて

いることから、東北救急医学会をはじめとする研修会等に参加し、

事例研究を通した技能熟達に努めた。(３０回、４３名) 

エ 救命救急研修所入所

国家試験資格である救急救命士を養成するため、救急救命東京研

修所にて研修を受講させ、資格取得を成した。 

研修機関 教育訓練種別 入校者数 

救急救命東京研修所 救急救命士新規養成課程（前後期） ２人 

教育訓練種別 入校者数 

初任総合教育（総合第２８期） ５人 

専科教育  

特殊災害科（第８期） ２人 

危険物科（第８期） ２人 

救助科（現任職員） １人 

救急科（現任職員） １人 

幹部教育  初級幹部科（第３７期） ２人 

特別教育  

救助隊員再教育講習（第７期） ２人 

救急救命士再教育講習（第１５期） １人 

女性消防職員キャリアアップ講習 １人 

４款 

消防費 

1,105,632 

１  消防事務 

の状況 

1,105,632 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 オ 救急救命士の病院研修

住民への質の高い病院前救護を提供するため、救急救命士として

必要な救急医療の知識、技術の維持・向上を目的に指定医療機関で

研修を受けた。 

カ 緊急自動車運転技能者研修

消防車・救急車の緊急運転従事者に必要な知識のほか、交通危険

学の観点から安全補助要領等の技能について習得させるとともに、

指導者の育成と指導要領の確立及び運転者の知識・技能向上を目的

に、茨城県安全運転中央研修所で受講した。(４日間、２名) 

⑵ 消防職員の資格取得状況

消防業務に必要とされる、各種資格の取得に努めた。

資格種別 取得者数 

救急救命士 ２人

二級小型船舶操縦士 ２人

小型移動式クレーン運転技能講習 １人 

玉掛け技能講習 ２人 

酸欠・硫化水素危険作業主任者技能講習 １人 

大型自動車運転免許 ４人 

予防技術資格者 １人 

⑶ 消防職員の訓練状況

ア 身近な災害対応への訓練

社会情勢の変化に伴い、火災はもとより、交通事故、水難事故、

特殊災害等の災害形態も複雑多様化し、従来の消防活動に加え、新

たな知識及び消防戦略が必要となっている。これらの災害を想定し

小隊・署単位で警防・救助・救急訓練を計画的に実施した。 

イ 大規模災害に備えた訓練

あぶくま消防本部の非常災害消防訓練を実施し、災害対応力の維

持に努めた。また、緊急消防援助隊の強化、高度化を目的とした合

同訓練へ積極的に参加し技術の向上を図った。 

指定医療機関 人数 

総合南東北病院 ８人 

仙台市救急ステーション ４人 

イムス明理会仙台総合病院 ２人 

東北医科薬科大学病院 ２人 

宮城病院 ２人 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 ⑷ 消防の諸活動

ア 警防活動の状況

(ア) 火災出動

火災出動件数は３５件で前年度より２件増加し火災による損

害額は、合計１９７，５８４千円であった。 

(イ) 警戒出動

警戒出動件数は３６件で、前年度より１３件増加した。交通

事故における危険物漏洩や強風などの自然災害により人命危険

が予想される時、災害の被害拡大防止のために出動した。 

(ウ) 偵察出動

偵察出動件数は１３９件で、前年度より２９件増加した。火

災と紛らわしい火煙の発見又は通報により、その真偽を確認す

るために出動した。 

名  称 月 日 参加者数 実施主体 

水防技術講習会 6 月 15 日   3 人 

名取川･阿武隈川下流 

洪水予報・水防・災害 

情報連絡会 

県消防協会名取・亘理

地区支部水防訓練 
6 月 23 日 12 人 

県消防協会 

名取・亘理地区支部

県消防救助技術指導会 7 月 12 日 16 人 県消防長会 

非常災害消防訓練 7 月 15 日 100 人 あぶくま消防本部 

岩沼市総合防災訓練 7 月 17 日   2 人 岩沼市

宮城県９.１防災訓練 9 月 11 日 5 人 宮城県・南三陸町 

亘理町総合防災訓練 9 月 11 日 9 人 亘理町 

山元町総合防災訓練 10 月 20 日 22 人 山元町 

緊急消防援助隊北海道

東北ブロック合同訓練 
11 月 2、3 日   6 人  秋田県・秋田市 

火災の種別 
出 動 件 数 

増減 
Ｒ６年度の 

主な出火原因 Ｒ６年度 Ｒ５年度 

建物火災 ２１  １３  ８  電気関係、放火 

車両火災 ２  ４  △２ 配線器具、放火 

林野火災 ０  １  △１

そ の 他 １２  １５  △３ ごみ焼却 

計 ３５  ３３  ２  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

 (エ) 地水利調査

地水利調査は、消防活動に重要な意義を持つものであること

から、毎月計画的に管内の地理、消火栓、防火水槽、河川、池、

沼等を調査し、現状把握に努めた。 

イ 救急・救助活動の状況

(ア) 救急出動

救急出動件数は５，１７８件で、前年度より３１件減少した。

① 救急出動及び搬送人員

② 事故の種別 （単位：件） 

区 分 Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

急 病 ３，３４０  ３，３６２  △２２

一般負傷 ６６３  ６１４  ４９  

転 院 ７７２  ７９８  △２６

交通事故 ２１１  ２５２  △４１

そ の 他 １９２  １８３  ９  

計 ５，１７８  ５，２０９  △３１

③ 地域別医療機関搬送人員  （単位：人） 

区  分 Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

管 内 

岩 沼 市 １，６１５  １，５６４  ５１  

亘理・山元町 ２７４  ３７４  △１００

小  計 １，８８９  １，９３８  △４９

管 外 

仙 台 市 ２，１６２  ２，２５９  △９７

名 取 市 ９３  ７４  １９  

そ の 他 ３９０  ３６８  ２２  

小  計 ２，６４５  ２，７０１  △５６

合   計 ４，５３４  ４，６３９  △１０５

区 分 
Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

岩 沼 市 ２，６７９  ２，２４９  ２，６７６  ２，３３４  ３  △８５

亘 理 町 １，７０１  １，５４４  １，６３１  １，４９７  ７０  ４７  

山 元 町 ７８８  ７３４  ８９８  ８０６  △１１０ △７２

管 外 １０  ７  ４  ２  ６  ５  

計 ５，１７８  ４，５３４  ５，２０９  ４，６３９  △３１ △１０５
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

(イ) 救助出動 

救助出動件数は４７件で、前年度より２件減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  応急手当等の指導 

管内の各種団体や企業、個人を対象に救命講習を実施し、応急手

当の普及啓発に努めた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ドクターヘリの運用状況 

ドクターヘリでの救急搬送件数は９件で、急病、交通事故等で生

命の危険が切迫している重症傷病者に対し、救急の専門医師及び看

護師が救急現場で早期治療を開始できることから、傷病者の救命率

向上に大きく寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

火 災 ２  ２  ０  ０  ２  ２  

交通事故 ２３  １８  ２０  １１  ３  ７  

水難事故 ６  ７  ６  ３  ０  ４  

風水害等自然災害事故  ０  ０  ０  ０  ０  ０  

機 械 に よ る 事 故 １  １  １  １  ０  ０  

建 物 等 に よ る 事 故 ８  ６  １７  ８  △９  △２  

ガ ス 及 び酸 欠 事 故 ０  ０  ０  ０  ０  ０  

そ の 他 ７  ５  ５  ４  ２  １  

計 ４７  ３９  ４９  ２７  △２  １２  

区 分 
Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

普通救命講習会  ６８  ８１８  ６８  ９２２  ０  △１０４  

上級救命講習会  １  １９  １  １２  ０  ７  

一般救命講習会  ７９  ２，８５５  ６６  １，５７３  １３  １，２８２  

計 １４８  ３，６９２  １３５  ２，５０７  １３  １，１８５  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑸ 予防活動の状況 

防火対象物、危険物施設の立入検査に重点を置き、特に重大違反対

象物に対し違反処理を見据えた是正指導を実施した。また、住宅用火

災警報器の設置、維持管理、更新時期等について、各市町広報紙、ホー

ムページへの掲載、啓発用チラシを配布したほか、各市町の路線バス

にステッカー掲示を依頼するなど、普及促進に取り組んだ。 

 

ア 防火対象物等の立入検査状況 

学校・工場・病院等の防火対象物及び危険物施設を立入検査し、

災害発生防止の指導を行った。 

 

イ  建築確認同意事務の状況 

消防法第７条による建築確認同意について、消防法令に基づき審

査を行い、適正な処理を行った。 

 

 

 

 

 

 

ウ 危険物取扱事務の状況 
危険物の規制に関する関係法令等の規定に基づき、書類審査及び

施設検査を行った。                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 予防広報活動 

火災予防運動期間中に女性防火クラブ員による巡回広報を実施、

また、商業施設にて防火チラシの配布等の街頭広報を行った。 

 

 

 

  （単位：件）  

区 分 
Ｒ６年度  

施設総数  

立入検査実施件数  

Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

防火対象物  ２，５９３  ８８６  ７８８  ９８  

危険物施設  ３６１  ２２１  １７２  ４９  

計 ２，９５４  １，１０７  ９６０  １４７  

   （単位：件）  

区 分 Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

建築確認同意  １２５  １２８  △３  

   （単位：件）  

区 分 Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

設置及び変更許可  ２３  １３  １０  

完成検査及び水張検査  ２３  １５  ８  

仮使用承認  １１  ８  ３  

計 ５７  ３６  ２１  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

オ 各地区防災安全協会事務局 

岩沼市及び亘理郡内の危険物取扱事業所、防火管理者を有する事

業所並びに高圧ガスを取扱う事業所を会員とする組織の事務を

行っている。 

年間事業として、防火講習会、視察研修、救命講習会、防火広報

活動（防火キャラバン及びポスター配布）、防災情報の提供等を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

カ 各地区女性防火クラブ事務局 

岩沼市女性防火クラブ連絡協議会、亘理町女性防火クラブ連合会

及び山元町女性防火クラブ連合会の事務を行っている。 

各地区女性防火クラブでは、女性防火クラブの健全な育成、防火

防災思想の普及を進め、安全で住みよい地域づくりを目指し活動を

行った。 

 

 

キ 幼年消防クラブの育成指導 

管内の幼年消防クラブ１４団体に対して、防火講話、防火映画の

上映、避難訓練等を行い、防火意識の高揚を図りクラブ員の育成指

導に努めた。 

 

⑹ 消防団への訓練指導 

地域の暮らしの安全を守るうえで、非常に重要な役割を果たしてい

る消防団の組織力の維持・向上に資するよう、訓練指導を行った。 

 

区  分 
岩沼市消防団  亘理町消防団  山元町消防団  

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

小型ポンプ操法  ５  ９８  ７  ７８  １  ２３  

自動車ポンプ操法  ０  ０  １  ８  ０  ０  

初任団員訓練  
（名取・亘理地区支部）  

１  ４  １  １２  １  ４  

礼式訓練  １  １３５  ２  ２６０  ２  １４０  

計 ７  ２３７  １１  ３５８  ４  １６７  

 

 

区 分 
Ｒ６年度  Ｒ５年度  増  減  

事業所数  事業所数  事業所数  

防災安全協会  ３５４  ３７９  △２５  

区 分 
Ｒ６年度  Ｒ５年度  増  減  

団体数  会員数  団体数  会員数  団体数  会員数  

地区防火クラブ ５３  ９，１９３  ６５  １０，３９２  △１２  △１，１９９  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑺ 県移譲事務の状況 

「火薬類取締法」及び「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正

化に関する法律」に係る権限移譲事務を次のとおり処理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ あぶくま消防本部管理職員研修会の開催 

人材育成マネジメント能力を習得し、管理職員としての資質向上を

図るため消防司令以上の階級にある職員を対象に研修会を開催した。 

研修題目：部下育成のコツと効果的な指導方法  

講  師：亘理町教育委員会 教育長 奥野 光正 氏 

開催日程：令和７年１月３１日 ９時３０分～１１時００分 

 

 ⑼ 緊急消防援助隊活動状況 

   令和７年２月２６日、岩手県大船渡市で発生した大規模林野火災へ

の対応に、火災当日からあぶくま消防本部の消防車両３台、隊員９名

が緊急消防援助隊宮城県大隊の一員として出動した。 

   あぶくま消防本部からは、第１次派遣隊から第６次派遣隊まで、計

１９日間、総勢５１名の隊員が出動し、住宅地への延焼防止や山林内

での消火活動にあたった。 

 

⑽ 消防車両資機材等の整備 

災害の激甚化・多様化等の消防を取り巻く環境の変化に的確に対応

し、消防力を維持・強化していくため、消防資機材等の更新を図った。 

消防車両更新事業では、岩沼消防署にあらゆる資機材の搬送を目的

とした資機材搬送車、災害現場活動を統括するための資機材を積載す

る指揮車、各種訓練指導、人員搬送など使用目的を限定せず幅広い用

途で運用できる連絡車を更新し、消防力の充実強化を図った。 

 

ア 岩沼消防署資機材搬送車 

主要諸元 

車両全長  ７，２００ｍｍ 燃料  ディーゼル 

車両全幅  ２，３００ｍｍ 総排気量  ２，９９０㏄ 

車両全高  ３，４００ｍｍ 乗車定員  ３人 

車両総重量  ７，５００ｋｇ  駆動方式  低床型四輪駆動  

地域仕様  - 変速方式  Ａ／Ｔ  

 

 

  （単位：件）  

区     分 Ｒ６年度  Ｒ５年度  増 減 

火薬類に係る事務  ８  ６  ２  

液化石油ガスに関する事務  ２  ４  △２  

計 １０  １０  ０  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

イ 岩沼消防署指揮２号車 

主要諸元  

車両全長  ５，７５０ｍｍ 燃料  ガソリン 

車両全幅  １，９００ｍｍ 総排気量  ２，６９０㏄ 

車両全高  ２，６００ｍｍ 乗車定員  ５人 

車両総重量  ３，５００ｋｇ  駆動方式  フルタイム四輪駆動  

地域仕様  - 変速方式  Ａ／Ｔ  

 

ウ 岩沼消防署連絡３号車  

主要諸元  

車両全長  ４，６００ｍｍ 燃料  ガソリン 

車両全幅  １，７８０ｍｍ 総排気量  １，９８０㏄ 

車両全高  １，４３０ｍｍ 乗車定員  ５人 

車両総重量  １，６５０ｋｇ  駆動方式  前輪二輪駆動  

地域仕様  - 変速方式  Ａ／Ｔ  

 

⑾ 主な支出   

 

 

 

 

 （単位：円）  

岩沼消防署資機材搬送車 ２４，４５３，０００  

岩沼消防署指揮２号車 ２０，４６０，０００  

消防情報処理サーバ ６，０５０，０００  

岩沼消防署連絡３号車 ３，４２０，９３４  

消防職員用被服 ９，５０３，００３  

消防デジタル無線・通信回線利用経費 ５，７７５，２２２  

消防指令システム・デジタル無線保守点検料 ６，１６０，０００  

寝具賃借料 ２，１１３，８９４  

消防用ホース（２８本） １，５０７，０００  

メディカルコントロール業務委託料 １，４３９，９００  

高圧空気容器（６本） １，３２６，６００  



 

 


